
 

 

 

 

 

期日：平成２９年８月８日（水）～１０日（金） 

場所：広野町中央体育館、二ツ沼総合公園 

 

 

８月８日（水） １日目  

集 合 受 付    12:30 ～ 13:00 

現 地 見 学    13:00 ～ 16:30 

高校生交流会    16:45 ～ 18:15 

避難時宿泊体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合受付 

いわき駅北口にて、参加する高校生と大学生フ

ァシリテーターの初顔合わせをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地見学② 

道路により隔てられた帰還困難区域をバスの

窓より視察しました。 

 

 

 

 

 

栃木県立今市工業高等学校  

建設工学科３年 ３名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地見学① 

常磐自動車道ならはＰＡにて、建設に関わった

中学生や高校生の提案などの説明を伺いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地見学③ 

福島第二原子力発電所にて、震災当時と今の状

況の説明、施設見学をしました。 

未来のまちづくり・みちづくりフォーラム 

「ハイスクール世界サミット in福島」への参加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生交流会① 

公園内の屋外にあるふれあいドームにて、夕食

の様子 

 

８月９日（木） ２日目  

ワークショップ     8:30 ～ 17:00 

高校生夕食会    18:00 ～ 19:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ① 

大学生ファシリテーターを中心にテーマの確

認を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ③ 

テーマについて、それぞれの意見を出し合って

いる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生交流会② 

学校ごとに、地元、出身の都道府県、市町のア

ピールと学校紹介、自己紹介。 

 

 

 

 

 

ワークショップ② 

テーマについて、それぞれの意見を出し合って

いる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生夕食会① 

参加高校生、大学生とでの名刺交換をしました。 

 

全国から集まった高校生と大学生、主催者の方々

と自己紹介・夕食会をしました。 

それぞれ地元の有名な場所や、自慢の場所を発表

しあって、交流を深めました。 

二日目からは、それぞれのテーマについて本格的

にお互いの意見を出し合いました。 

休憩時間には、高校生同士や大学生の方と楽しい

会話が弾みました。 

さらに打ち解けるために、お互いをあだ名で呼び

合い、簡単なゲームを行って仲を深めました。 



８月１０日（金） 最終日  

ワークショップ     8:30 ～  9:30 

フ ォ ー ラ ム     9:30 ～ 14:50 

ワークショップ    15:00 ～ 15:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーラム開会式② 

｢未来のまちづくり･みちづくりフォーラム｣ 

主催者 西本 由美子実行委員長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ発表②テーマＢ 

「新しい魅力の発見から創造する浜通りの次

世代ツーリズム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーラム開会式① 

安倍晋三内閣総理大臣からのビデオレターを

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ発表① 

テーマＡ 

｢風評被害を越える福島のブランディング｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロアディスカッション 

フォーラムディスカッションの様子です。専門

家の方との貴重な意見交換の場となりました。 

発表の最終チェックを行っているところです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル展示 

参加校のポスターとハイスクール世界サミッ

ト in福島の歴史年表パネルが展示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念撮影 

主催者の方々、大学生の方と参加校が順番に記

念撮影をしました。 


